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1. このセミナーの概要
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• マーケティング・ミックス・モデリングについて学ぶ

• 想定する参加者：

• これからマーケティング・ミックス・モデリングに取り組む分析者

• 以下を前提とする：

• 回帰分析についての知識

• Rの基礎的なスキル

• 到達目標：

• データと分析課題に対して適切なマーケティング・ミックス・モデルを
設計・推定し、マーケティング課題に貢献するスキルを身につける



2. このセミナーで扱う問題

そもそも、モデリングとは？

先行知識

データ収集・探索

分析課題

意思決定課題
(マーケティング課題)

モデル設計

パラメータ推定

分析課題の解

意思決定への貢献

このへん
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中古マンションの価格を決め
ている主な要因は広さ。広い

と高くなる

先行知識 データ

広さ

価格

価格𝑖 = 𝛼 + 𝛽広さ𝑖 + 𝑢𝑖

中古マンションの特徴と、価格
との関係は？

分析課題

モデル設計

パラメータ推定

このモデルなら、
パラメータを推定できそう

意思決定課題

中古マンションの価格
設定を効率的に行いたい

たとえば...
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先行知識 データ分析課題

モデル設計

パラメータ推定

1. 先行知識を
過不足なく表現して

いること

2. 分析課題の解決に
貢献すること

3. 手元のデータに
適合していること

4. パラメータを
推定できること

モデル設計の４つの要件
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3. スケジュール
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統計学・データ解析
マーケティング・ミックス・モ

デリングへの適用

I. イントロダクション

II. 市場反応モデルとは

III. 回帰分析の基礎

IV. 静学的市場反応モデル

V. 時系列分析の基礎

VI. 動学的市場反応モデル(1)

VII. 状態空間モデルの基礎

VIII. 動学的市場反応モデル(2)



5. 参考図書
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講義の参考図書

• Hanssens, D.M., Parsons, L.J., Schultz, R.L. “Market Response 
Models: Econometric and Time Series Analysis.” Second Edition. 
Springer, 2003.

「マーケティング効果の測定と実践：計量経済モデリング・アプロー
チ」, 阿部誠監訳, パワーズ恵子訳, 有斐閣, 2018.

講義資料では HPS と略記します。ページ表記は邦訳に従います

• 蓑谷千凰彦「線形回帰分析」, 朝倉書店, 2015.

講義資料では 蓑谷 と略記します

• 沖本竜義「経済・ファイナンスデータの計量時系列分析」, 朝倉書店, 2010.

講義資料では 沖本 と略記します

• Commandeur, J.J.F, Koopman, S.J. “An Introduction to State Space 
Time Series Analysis.” Oxford Univ. Press. 2007.

「状態空間時系列分析入門」, 和合肇訳, シーエーピー出版, 2008.

講義資料では CK と略記します。ページ表記は邦訳に従います
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よろしくお願いいたします
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Appendix. 
Hanssens, Parsons, & Schltz(2003) との対応
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Hanssens, Persons, & Schultz (2003) 邦訳「マーケティング効果の測定と実践」と、
本セミナーの内容との対応を示す。
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9-10章の内容は、本セミナーでは扱っていない。


